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No546  1968-69 全国学園闘争の記録 大阪大学編  

全国学園闘争の記録シリーズ。今回は大阪大学である。吹田、豊中、箕面にキャンパスがある。 

大阪大学は大学のサイトによると『大阪大学は、我が国第６番目の帝国大学として1931年に創設

されました。しかし、大阪大学の原点は緒方洪庵が 1838 年に創設した適塾に見だすことができま

す。緒方洪庵の弟子や息子を中心として明治新政府により1869年に設立された大阪仮病院や大

阪医学校が幾多の変遷を経て、1931 年に医学部と理学部の２学部からなる大阪帝国大学が創

設されました。（中略） 

大阪大学には緒方洪庵の「人のため、世のため、道のため」という精神と大阪府民の学問への思

いが受け継がれています。』とのことである。 

大学のサイトを見ても、１９６８年から１９６９年にかけての大学闘争のことには全く触れられていな

い。歴史から抹殺されようとしている個別大学闘争の記録を残してくのが、このブログの使命でも

ある。 

１９６９年２月 20 日号の「サンデー毎日」掲載の全国大学紛争校一覧によると、大阪大学の闘争

の争点は「処分の白紙撤回を要求」、指導セクトは「中核派を中心に反日共系」とある。自治会は

日共系や民学同系だったようだ。では、当時の新聞や雑誌の記事から、大阪大闘争の様子を見

てみよう。まず、闘争の発端となった出来事の新聞記事から。 

【毎日新聞１９６８．６．２６】（引用） 

阪大、深夜まで混乱 

空港突入計画 中核派の“占拠”に抗議 

 「大阪国際空港が軍事基地として使われているとして反対する関西の三派全学連中核派は２６

日、同空港突入の“実力行動”を計画し、２５日午後３時すぎ、阪大、関大などの中核派学生約二

百人が国際空港に近い豊中市侍兼山にある阪大教養部大講義室を占拠した。大学側は退去を

求めて中核派学生の説得に乗り出し、徹夜で警官導入の最悪事態回避の努力をつづけた。 

 一方、自治会を中心にした同大学生、職員ら４千人が乱入に抗議して中核派とにらみ合うなど、

阪大が開学以来の混乱となった。中核派学生たちは２６日午後、３５０人くらいが空港へデモする

ものとみられ、大阪府警も警備本部を設けて厳戒態勢をとっている。 

 阪大中核派の学生約５０人は、この日午後３時、教養部大講義室で行われていた第三時限の

授業が終わったとたん、室内に入り込みアッという間に教壇を占拠した。このため阪大の学生自

治会（民青、民学同系）と大学院学生協議会連絡会の主催で開かれた『阪大の自治を守る全阪

大決起集会』には教養部をはじめ、１０学部の学生、教職員約４千人が参加、『三派帰れ』の大シ

ュプレヒコールで撤去を迫った。 

 しかし午後７時半、京大、立命館大、竜谷大を中心とする中核派の京都勢約１３０人がバスで阪

大正門前に乗りつけ、学生、教職員約百人のピケを突破、構内をジグザグ・デモで走り抜けたあ

と、大講義室になだれ込んだ。 

 阪大の学生は総立ちとなってシュプレヒコールを繰り返し、中核派の学園占拠をきびしく非難し

たが、白ヘルメット姿の中核派学生は批判をよそに２６日の大阪国際空港デモの討論を続けた。 
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 午後８時４０分、岡田実総長が集会場に出席、学生たちに『三派全学連学外退去と全阪大生の

理性ある行動』を強く訴えた。 

 また同総長は『全阪大生の整然とした行動に強い感銘を受けた』と警官導入絶対反対を叫び続

けてきた学生、教職員の拍手と歓声とあらしにつつまれた。 

 学生たちは午後１０時５０分『警官導入阻止の目的は達せられた。２６日午後零時半からもう一

度集会を開こう』と“休会”を宣言、引き揚げ始めたため、中核派は大講義室から出て、学内デモで

気勢をあげ、２６日午前零時半、大講義室に泊り込んだ。 

 中核派は大阪国際空港に隣接して米軍機の修理、整備も行っている新明和工業伊丹工場があ

り、また最近は米軍用機の同空港利用が目立っているとして２６日のデモの途中、同空港突入を

計画したもの。」 

 

（写真）中核派学生に退去勧告文を持って説得に向かったが、教養部入口で押返され、自治会学

生に経過を説明する岡田阪大総長 

革共同全国委員会機関紙「前進」にこの大阪大学の記事が掲載されているので見てみよう。 

【前進 １９６９．１．６】 

阪大で学生部封鎖 

処分撤回、１月全学ストへ 

 「６・２５，２６、全関西の政治焦点となった大阪空港闘争のとき、大阪大学を『不法占拠』したこと
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を理由に、教養部２年平田君（教養部自治会副委員長、全学連中執）以下３名に対する処分が出

された。また１１月における民学同（右派）との武装闘争を口実にした第二次処分の策動（民学同

による処分要請→当局による事情調査）が強められている。これに対し、１２・４『処分白紙撤回』

『大衆団交要請』のスローガンで、学生部封鎖を皮切りにして開始された大阪大学闘争は、１２・１

９民青と民学同とのバリケードをめぐる軍事戦での勝利という局面をつくり出し、１月冒頭からの

大学当局との全面対決戦に入ろうとしている。 

 過去一貫して阪大に学園闘争は起こらないという神話がつくりあげられてきた。大学当局は民

学同という安全弁をおくことによって常に、学生の不満を大学の存在そのものに対する否定に向

かわせないようにしてきた。 

 ところが７０年安保にむかう全社会的流動化の中で、１０・８羽田以降の闘いを否定した民学同

の没落と戦闘的学生運動の飛躍的前進という現実が、大学当局の旧来の支配方式を一挙に動

揺させている。 

 いま、大学当局は全学的に盛り上がった『大学変革』の闘いを自己の路線の下に収約せんがた

めに、１月に総長提案として『学生参加を含めた改革案』を提出せんとしている。東大が資本制百

年の歴史の中で官僚のエリートと支配階級のイデオロギー生産の場であることに対して、阪大は

１９５０年代後半からの高度経済成長にみあう高級技術者の産出の場として、関西財界とのゆ着

を深めてきたと同時に、政府支配階級の目的大学化構想の先端をきって『大学院大学』実現の路

線を歩みつつある。 

 その過程として教養部１年からの留年制、経・基礎工の自治会否定、生協の大学当局による私

物化、教養部の徹底的軽視、理工系の偏重、大企業の委託研究という『学生の無視』と『学問の

不在』という現実を生み出している。その上、今回留年限度を『６年から４年にきりさげる』というこ

とが４月から実施されようとしている。処分撤回闘争として出発した今回の闘いは、すでに大学当

局の総路線に対する闘いとして発展している。教養部教官は『首を覚悟で文部官僚による大学支

配から解放する』と語り、『助教授・助手・大学院生グループ』から大学当局に対する批判が展開さ

れはじめている。 

 １月から教養部スト・後期試験ボイコット・本部封鎖・全学スト実現を通じて、『第二の東大実現』

『安保粉砕、日帝打倒の砦』にむけて闘いは発展するだろう。」 

この後、「前進」の記事のように大阪大学の闘争は発展していく。 

１９６９．１．１８・大阪大学で反代々木系生 200 人が教養部本館を占拠。 

１．３１・大阪大学教養部学生大会、スト突入を決議。 

２．１８大阪大全学闘争委員会学生 150 人が処分の白紙撤回を求めて本部事務局に乱入し占拠。 

５．２２大阪大全学闘争委員会 60 人は大学立法に反対して教養部二号館などを封鎖。 

５．２３大阪大に機動隊導入。理学部本館に立てこもる全共闘学生は火焔瓶数十本を投げて抵抗。 
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【朝日新聞１９６９．５．２４】（引用） 

阪大内に機動隊 

 「大阪府警は２３日午後８時２０分、大阪大学豊中地区（豊中市侍兼山町）に機動隊約千人を出

動させ、反代々木系の全学闘争委員会の学生らが構内に築いたバリケードを取除いた。同大学

に紛争が始まって以来、機動隊が学内に立入ったのは初めてで、この日の立入りは、山本厳学

長代行からの『基礎工学部にいる職員、学生を救出してほしい』という豊中署への要請に基づい

て行われた。 

 阪大豊中地区では、全闘委が教養部、法、経済学部などを封鎖、さらに実験施設などがある基

礎工学部の本部の封鎖をねらっていたが、これに反対して同学部の職員、学生らがたてこもり４

月中旬以来激しい衝突をくり返した。」 

【毎日新聞１９６９．７．６】（引用） 

キャンンパス情報 

＜大阪大＞ 

「大阪大学は５日午後、全学闘争委員会との第二回目の大衆団交を開いたが、全闘委側は評議

会の大学法案に対する反対理由が明らかでないとして一方的に決裂を宣言。８日の全学をバリケ

ード封鎖し、大学立法粉砕の政治闘争に重点を移す方針を打ち出した。」 

闘争が続く中、朝日ジャーナルに以下のようなルポが掲載された。闘争の実情がよく分かる。 

【朝日ジャーナル １９６９．９．２１】（引用） 

苦悩する個別学園闘争―関西からー 

原点を貫くつらさ  大阪大学 

「関西の学園闘争の中では、今後、阪大が一つの目になるのではないでしょうか。それは一つに

は現在あちこちの大学で続々封鎖が解除されているのに、阪大では９学部中教養、法、文、経な

ど７学部が集中している豊中地区の主な建物のほとんどが学生の手で封鎖され、闘争の拠点が

確保されているからです。 
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 そればかりではありません。阪大は国立大学の中でも比較的近代化された大学だといわれてい

ますが、その近代化された大学で起こった闘争がどういう形で進むのか、一つのモデルケースに

なると思われるからでもあるのです。 

 ことしの６月２５日、『非常大権』を背景に独走した、と学内から強い反発をうけて崩壊した山本

巌総長代行体制のあとをうけ、ハト派のエースとして登場した本城市次郎総長代行も、８月３日の

大学措置法強行採決直後、立法に抗議するという形でやめてしまいました。代行に就任した当時、

話合い路線を強調し、学生のゲバルトに対しても、学生が相手に話を聞かせるため、世間に訴え

るにはこれしかないと思いつめたら一概にけしからんとはいい切れない、とまで言っていた本城氏

も難局を打開することはできなかたのです。 

 封鎖に参加していたある学生は、本城体制の破産に対して『本城さん自身はまともな人だと思う。

その彼をかつぎ出して学生をギマンしようとした評議会の路線が破産したといえる。本城さんの辞

任は評議会への抗議でもある』と言っていました。 

 そのあと出てきたのが現在の釜洞醇太郎総長です。釜洞総長は就任直後、記者会見で『正常

化のためには機動隊導入も考えられる』とタカ派的な発言をしましたが、その後評議会で批判の

声が出たため、『あの発言は私的なものであった。総長としては大学措置法はあくまで無視し、長

期路線でいく』と表明しました。目下まず執行部の体勢固めを急いでいるところで、大学当局とし

ては、夏休みあけ後、９月１６日から理、文、経済の３学部で事業再開したい意向ですが、当然学

生たちは妨害することでしょう。 

 もっとも混沌としているのは学生の方も同様です。阪大はかって旧民学同右派（現在「日本のこ

え」系の民主主義学生同盟＝民学同）の拠点校のひとつで、いまでもこの民学同がセクトとしては

院生を中心に最大に勢力をもっているようです。しかし建物を封鎖するなどの急進的な闘争をや

ってきたのは、中核派がヘゲモニーを握っている全闘委（全学闘争委員会）の学生が中心です。 

 闘争のきっけは処分問題だったのですが、いまでは処分撤回闘争は完全に空洞化してしまい、

全闘委の闘争目標は学内問題より、１１月佐藤訪米阻止闘争へむけての政治闘争へ重点が移っ

てしまいました。個別学園闘争から政治闘争へと、ここまでは一見ありふれたパターンなのですが、

よくみるとちょっと変わった動きも出ています。たとえば理学部と基礎工学部の各自主管理実行委

員会が封鎖している建物の中で連日行っている自主講座です。 

 そこで追及されているのは、『われわれの研究とは何か』『科学至上主義的な教育の再編成に

対して研究者（研究労働者）の立場からしどう対決できるか』などといったテーマです。基礎工では、

数理、物性、合成など各研究分野ごとに『われわれの研究を問う』シリーズの対論を行ったり、理

学部でも各自の研究点検運動を行ったりしています。自主管理委員会の主力はノンセクトの院生

で、自主講座には若手教官の一部も協力しています。 

 『なあんだ、学問・研究とは何かというテーマといい、自主講座といい、別に目新しいところは少

しもないじゃないか』と言いたげなＫ君の顔が見えるようです。それはその通りでしょう。それどころ

か全闘委の党派学生からは、この“政治の季節”に政治闘争を担ないような自主講座運動はナン

センスという声さえ出ているのです。それらの声に対して、じゃあいったい、ほかになにができるの

か、といわば開き直ったのが、彼らの運動といえるでしょう。 

 両学部が封鎖されたのは７月８日、とくに基礎工の場合は封鎖の主役が基礎工学部とは直接



6 

 

関係ない全闘委の学生で、現在の自主管理委員会のメンバーは封鎖された側だったのですが、

後に管理をひきついだというかっこうです。その一人のＯ君（博士課程三年）はこう言っていました。 

 『全闘委の諸君は建物の封鎖はしたものの、それからどうするかという点で何もなかった。むし

ろそこで、どうしたら７・８封鎖の質を高めることができるかの問題を、ボクたち研究者につきつけ

たともいえる。質を高めるためにはやはり、研究とは何かというような日常的な細かいところまでさ

かのぼらなければならない。それをぬきにした政治闘争だけでは、こんどの闘争は持続できない

だろう』。 

 大学とは何か、学問・研究とは何かという問題は１９６８・６９年の全共闘運動の原点といえるで

しょう。学園闘争が１１月の佐藤訪米を目前にして、ともすればその原点がかすんでしまった感じ

は否めません。こうした状況の中で、原点のまわりを突っつこうとするのはかなりしんどいだろうと

思います。そのしんどい作業にあえて挑戦しながら、いろいろな可能性を追求しているのが、阪大

の中ではほんの一握りの自主管理委員会の面々だといえるでしょう。 

 念のために、彼らが政治闘争を軽視しているわけではありません。いままでの街頭デモでもそう

でしたが、１１月闘争でも、街頭に全闘委の白ヘルや赤ヘルと並んで、自主管理委員会のヘルが

いくつかみられることでしょう。セクト、ノンセクトを問わず、１１月闘争を否定する学生はいないで

しょうから。」 

この後、大阪大学闘争はどうなったのか。翌年の朝日ジャーナル「学園ハガキ通信」への投稿で

知ることができる。 

【朝日ジャーナル「学園ハガキ通信」 ７０．３．１】（引用） 

“叛大”はいずこ（大阪大） 

「わが阪大の現状は非常にきびしく、前期考査を前にして、全軍労もそっちのけで、みな“勉強”ば

かりしている。６９年６・１５には６００人近いデモを出し、１０・２１には千人近く集まったのに、１・２

４はわずか１１人！ 

全闘委は街頭に出ったきり。民学同は上からの指示により何もせず、昨年１０月１５日授業再開

の日の闘争圧殺に反対して、新入生では唯一ストで闘ったぼくたち基礎工生物工学科生の活動

も、なんとはなしにシリスボミ。 

処分消滅、産学協働、新大阪大学構想とかの重大な問題は、どこにいってしまったことやら。 

自主研究をしている院生と造反教官はヤキモキし、教養の学生は、１２月中の１週間にわたる連

日の機動隊導入でストをつぶされてからは、全くヤル気ナシ。 

今まで１年にわたる闘争なんてまったくなかったみたい。また“叛大”から、もとの“阪大”にもどっ

てしまうのか。 

 


